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Baron de Laune, 1727－1781）は、フランス
大革命以前に財務総監を務めた自由主義者で
ある。主著『富の形成と分配に関する省察』
（Turgot ［1972a］, Réflexions sur la formation 
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も金貸資本も反社会的な存在ではなくなると
考える。その前提とは、労働生産過程論で明
らかにされる内容であり、労働生産過程をあ
らゆる社会に共通に存在する生産の在り方と
して拡充すれば、単純流通との対応関係も図
られることになる。
　論理体系上の整合性の問題も次のように考
えられる。すなわち、『資本論』でも宇野『原
論』でも、貨幣から資本への転化の以前に貨
幣の機能論を展開している。そこにおいては、
一般には貨幣の交換手段機能と呼ばれる貨幣
機能が、「流通手段機能」として説かれる。生
産と消費をつなぐという貨幣の社会的な機能
に焦点を当てた理解の仕方である。商人資本
は、生産と消費をつなぐ専門家として流通論
の中にも根拠を持つと言える。剰余価値を含
む商品価値の実現を商人が効率よく実行して
いるのである。
　また、貨幣の流通手段機能に続いて、貨幣
蓄蔵が説かれ、貨幣蓄蔵を前提に貨幣の支払
い手段機能が説かれる。支払い手段機能は、
掛け売りと掛け買いに基づく一定期間後の貨
幣の決済機能として説かれる。一定期間後の
支払いには利子がつく可能性が高い。そうで
あるとすると、貨幣機能論に続く、貨幣から
資本への転化論において金貸資本の形式が説
かれても理論体系上の連関性は保たれる。
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